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今の水道を維持することはもちろん、50年先、100年先の世代まで
安定して水道水を届け続けるのは、今を生きる私たちの責任です。

最近、「水道の民営化」という記事をよく見掛
けるけど、津市の水道も民営化されるのかな。

「民営化」というのは、改正水道法が成立し
て、官民連携をこれまで以上に進めやすくするた
めに、新たに導入された「コンセッション方式」
のことだけど、その内容を確認しておこう。

津市も導入するのかな？

新たな「コンセッション方式」の導入につ
いて、津市では次のように考えているんだ。

コンセッション(公共施設等運営権)方式
　市が、水道事業者として責任を保有したまま、
民間事業者に水道事業の運営を委ねることがで
きる方式です。
　これまでの制度では、市が水道事業の認可(責
任)を返上した上で、民間事業者が新たに認可を
受ける必要がありましたが、公が責任を保有した
ままという仕組みの導入で、官民連携の選択肢
が広がったことになります。

津市の水道は市が責任を持って守ってくれ
るから安心だね。

津市の思い
　コンセッション方式の導入は、現在は考えてい
ません。なぜなら、津市の水道は昭和４年から給
水を開始し、90年という長い歴史があるため、水
道施設や管路が老朽化し、耐震化されていない
水道管路も多く残っています。そのため、ひとた
び地震が起これば大規模な断水が発生するなど
大きな被害が生じる恐れがあります。また、平成
18年の市町村合併で多くの水道施設を抱えるこ
ととなり、これらの施設の統廃合、ダウンサイジン
グなど効率的な運用に取り組む必要があります。
　このような状態は、短期間に簡単に解消される
ものではなく、長期の視点に立って計画的に着実
に事業を進めていく必要があります。
　これを実施するのは、将来にわたり安全で安心
な水道水を安定的に市民に届ける責任を負う市
の使命だと考えています。「市民の命に関わる水
道」の運営は、民間事業者に委ねることなく市が
守るという強い信念をもって臨んでいきます。

津市の水道は民営化することなく市が守る

安全で安心な水道水を供給するため水道法
では51の水質基準が設定されているよ。この基
準をクリアしていないと水道水として皆さんの家

安心して飲める水を提供するために

に届けてはいけないんだ。51項目のうち、毎日
および毎月検査しなければならない項目につい
て、主な採水場所の結果を紹介するね。

津市では安心して飲むことができる水道水を
供給するために、市内36カ所で水質検査されている
んだ。採取場所や結果は津市ホームページでも見る

ことができるんだよ。

きちんと検査されているから安心だね！

平成30年度津市給水栓水質検査結果 ※数値などは全て平均値
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塩化物イオン
有機物等（全有機炭素の量）
ｐH値
味
臭気
色度
濁度

100個/mℓ以下
検出されないこと
200㎎/ℓ以下
３㎎/ℓ以下
5.8～8.6
異常でないこと
異常でないこと
５度以下
２度以下

0
不検出
7.0
0.8
7.2

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満

0
不検出
5.8
0.6
7.8

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満

0
不検出
8.3
0.4
6.5

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満

0
不検出
9.8
0.8
7.5

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満

0
不検出
3.3
0.6
7.4

異常なし
異常なし
0.5

0.1未満
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